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講習会「電子ジャーナルを使おう」 
平成 20年 3月 21日（金） 附属図書館 AVルーム 
 
◆今日の予定 
１．電子ジャーナルとは 
２．京都府立医大内で見られる電子ジャーナル 
３．京都府立医大の「電子ジャーナル一覧」 
４．京都府立医大で導入しているデータベースについて 
５．データベースの検索から電子ジャーナル入手まで 
・PubMed 
・医中誌Web 

６．電子ジャーナルで見られない場合 
 
１．電子ジャーナルとは 
＜メリット＞ 
・検索機能やハイパーリンクなど、プリント版にはない利便性がある 
・図書館の閉館時でも利用できる。学内どこからでもアクセス可能である 
・貸出中や、製本中ということがない 
・航空便や船便による到着の遅れや、欠号がない 
・プリント版には収めきれない図表などが収録されていることがある 
 
＜電子ジャーナルの契約種類＞ 
◇プリント版とともに 
・電子ジャーナルが無料で付随 
・若干の追加料金を払うと、電子ジャーナルにアクセスできる 
◇有料のもの 
 ・個別のタイトルごとに契約 
・パッケージ購入 
－出版社ごとのもの 
－様々な出版社の電子ジャーナルを集めているもの 

◇無料のもの 
 ・全て無料で発行している 
 ・一定期間経過後は無料（Embargo） 
 ・一部の論文は無料 
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２．京都府立医大で契約している電子ジャーナル 
※ 図書館ホームページで公開しています 
◆パッケージ 
・BMJ Publishing 
・Blackwell / Synergy 
・Cell Press 
・Elsevier / ScienceDirect 
・Lippincott Williams & Wilkins  
・Nature Publishing 
・Oxford University Press 
・ProQuest 
・Springer / LINK 
・Wiley / InterScience 

 
◆個別 
 Blood、New England Journal of Medicineなど 

 
３．京都府立医大の「電子ジャーナル一覧」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子ジャーナル一覧では、京都府立医大で契約している電子ジャーナルに加

え、フリーで公開されている電子ジャーナルの大部分を検索することができま

す。（ただし、日本の電子ジャーナルサイト“CiNII”に収録されているものは、
現在収録されていませんのでご注意を！CiNIIについては、６頁をご覧下さい） 
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＜検索方法＞ 
◇雑誌名の一部 “England Journal”  “Eng* Jour*” 
・雑誌名に含まれる単語での検索ができる 
 ・単語の途中までを入力する場合は、*（アスタリスク）を補う 
 
◇ISSN  “0028-4793”  “00284793” 
 ・雑誌の持つ国際番号８桁の数字で検索できる。ハイフンは省略可能 
 ・プリント版と電子版で異なる ISSNを持つ場合があるが、どちらでも検索 
できる 

 
◇雑誌名の完全一致 “New England Journal of Medicine” “PNAS” 
・正確なタイトルでの検索ができる 
・the、a、an、等は無視される 

 ・略称でも検索できる 
 
◇雑誌名の前方一致 “New England”  “New Engl” “PNAS” 
・2文字かそれ以上のタイトルの頭の単語を入力して検索できる 
・the、a、an、等は無視される 
・略称でも検索できる 

 
 
＜検索結果の見かた＞ 
 
雑誌名 ISSN 
 アクセスできる範囲 電子ジャーナルの入手経路（プラットフォーム） 
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４．京都府立医大で導入している文献データベース 
・PubMed（無料） 
  MEDLINE の作成元である米国医学図書館が無料で公開するデータベース。 
  Ovid MEDLINEと内容は同じ。 
 
・Ovid MEDLINE 
  PubMedと検索する内容は同じ。Ovidは有料契約しており、Ovidの検索 
画面で検索する。 

 
・Ovid CINAHL 
  CINAHLは看護学関連のデータベース。Ovid MEDLINEと横断検索して 
  重複を省いて表示させることが可能。 
 
・医中誌Web 
  日本国内で発表される医学文献を網羅するデータベース。1981年以降が検 
索可能。 

 
 
文献情報以外のデータベース 
・OPAC（図書館蔵書検索） 
 京都府立医大で所蔵している資料を検索するデータベース。多くの図書館が 

Web上に無料公開している。 
OPACでは、論文のタイトルや著者名からは検索できない。 
図書や雑誌の名前から検索し、雑誌は巻号までチェックできる。 

 
・JCR（Journal Citation Reports） 
 引用情報を基にしたデータベース。毎年、その前２年間の引用情報を元に更

新される。雑誌ごとに、インパクトファクター等の指標を用いて、その雑誌

に収載された論文がどの程度引用されたかという情報を提供している。 
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５．データベースの検索から電子ジャーナル入手まで 
◆PubMed 
１）Abstract形式への変更→電子ジャーナルアイコンのリンクをチェック 
 ◇PubMed検索結果から直接全文へ行くことができる → Get！ 
 
２）電子ジャーナルが存在しても電子ジャーナルが見られない 
 ◇ほかの画面を見ている時間がない → Pay per View → Get！ 
  Pay per 
 
３）電子ジャーナル一覧で引きなおす 
  手がかりは、「雑誌名、発行年」→「巻号、ページ」 
  
① 元の画面を残しておいて「電子ジャーナル一覧」検索 

  
② 元の画面で、雑誌名略称をクリック。Journalsをクリックして、ISSNま
たは雑誌名をコピー。電子ジャーナル一覧を検索。 
ヒットしたら、アクセスできる範囲を確認。 

③ 必要な発行年がアクセスできる範囲に含まれていたら、電子ジャーナルの
ページへ。 

◇巻号を選びページを選んで PDFをクリック。 → Get！ 
 
◇巻号がうまく選べない場合 
電子ジャーナルでしか公開されていない文献（PubMedで Epub ahead print
などと書かれている場合など）には、巻や号がなく、日付しか書かれていな

い。このような場合は、電子ジャーナルのページに飛んでから、著者名等で

検索する → Get！ 
 
４）電子ジャーナル一覧にない場合 
 残念ながら、京都府立医大では契約していませんので、電子ジャーナルとし

て Getすることはできません。→ ６．電子ジャーナルで見られない場合へ 
 
 
現在、リンクリゾルバのトライアル中です 

 
リンクリゾルバとは、データベースの検索結果から、全文 PDFへより 
簡単にリンクさせるためのツールです。現在は、Ovid MEDLINE /  
Ovid CINAHLに設定がされています。お試しください。 
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◆医中誌Web 
 
１）検索結果で、電子ジャーナルのアイコンをチェックする 
 次のアイコンがあったら、全文にリンクしている可能性が高い。 
          
       CiNii（本文あり） 
国立情報学研究所（NII）の提供する学術情報データベース。日本国内の学協
会誌、約 1,000タイトルの全文が PDFで提供されている。有料部分があるの
で注意。 

 
       J-STAGE 
 科学技術振興機構（JST）の提供する、科学技術情報システム。 
 約700タイトルの電子ジャーナルを搭載している。有料部分があるので注意。 
 
＜有料サービス＞ 
        MJ-Finder 
 
医学書院の発行する雑誌の電子ジャーナルを提供している。  
会員登録により Pay per Viewが可能 PDFで入手したいとき → Get！ 

       メディカルオンライン 
 
 メテオの提供する、医学分野の電子ジャーナル配信サービス。 
会員登録により Pay per Viewが可能。PDFで入手したいとき → Get！ 

 
＜その他のリンク＞  
        
         
   
         
 
※医中誌Webには CiNii, J-STAGEへのリンクが用意されているので、電子
ジャーナル一覧を見る必要はありません。 

 
 
       
 
 
 

CiNii検索結果へのリンク。 
Webcat Plus検索結果へのリンク。国内のその雑誌の所蔵 
図書館がわかる

PubMed検索結果へのリンク 

図書館所蔵検索へのリンク。このアイコンがあっても図書館にあるとは 
限りません。クリックして、必要な巻号があるかどうかを確認してくださ

い。 
医中誌では、ISSNのない雑誌に掲載された論文データには、このアイコ
ンがついていません。OPAC検索は雑誌名から行ってください。 
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２）電子ジャーナルで入手できなかった場合 
 残念ながら、京都府立医大では電子ジャーナルでGetすることはできません。 
→ ６．電子ジャーナルで見られない場合へ 

 
６．電子ジャーナルで見られない場合 ～Web上でできること～ 
 
◇OPACで、京都府立医大の図書館の所蔵を調べる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所蔵年と所蔵巻号をチェックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇図書館にない場合は、Webサービスを使って、学外文献依頼を行う 
 
 
 
 
 
 

 


